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実行団体

地元を離れて別の地域で生き直す選択をした非行少年を支えるため、非行・再非行防止

活動を行う全国の民間団体との連携促進を行っている。これまで、県域を越えた支援が

進んでこなかった背景にある、都道府県単位の支援方法の見解の相違などを解決できる

よう、施策提案などを通して、少年の社会復帰システムの確立を目指している。

団体概要

1 .  事業概要

実施期間｜3年（2020.3〜2023.3）

対象地域｜全国

支援対象｜

県域を超えて立ち直りたい青少年

罪を犯した少年が生き直しできる社会的居場所の選択肢を増やすため、県域を越えた支援

の枠組み作りと、その受け皿となる自立準備ホームの全国的ネットワークを構築する。連

携の核となる協議会を設立し、団体間の情報共有を図る勉強会やシンポジウムを通して、

支援の質の向上と強化も行う。また、官民の協働を促進する意見交換会を行う。

事業概要

事業終了時の

展望
（当初案）

解決を目指す

社会課題

助 成 事 業

事業名 罪を犯した青少年の社会的居場所全国連携拡充事業

全国再非行防止ネットワーク協議会

平成30年版犯罪白書では少年院出院者は2475人。その内家庭に戻れない少年は20％。家庭に戻れない少年の社会の受け皿の第一は住

込み就労か更生保護施設だが、就労困難な場合は帰住調整が難航し出院延期にもなっている。また不良交友を断つ等の理由で、地元

の都道府県以外での立ち直りを希望する少年の帰住調整も困難である。これらの少年の受け皿として「自立準備ホーム」があるが、

全国的なネットワークもなく、役割が十分果たせていない現状がある。

支援団体が、少年に就労支援を行ったり、一般就労が困難と判断した場合には医療や福祉を利用したりするなどして、その少年に

合った支援先とつなぎ、少年が安定した社会生活が継続できるように支援していく。自立準備ホームの連絡協議会を設立し、ネット

ワーク構築への理解醸成を図り、加盟団体増加につながる機会作りを継続するとともに、資金難解消に向けた助成金の確保及び会

費、寄付金の確保等、支援の拡大に向けた取り組みも併せて行う。 これらの活動成果や課題について、官民が同じテーブルで意見

を交わすことで共通の方向に進む環境ができ、施策充実につながる。

行先がなく少年院出院延期状態の青少年

2

※「日本自立準備ホーム協議会」は
全再協の活動から発足した組織で
あり、本報告書の内容にも大きく
関係するので、合わせてロゴ掲載

発足

※略称として「全再協」という表記も本報告書内で使用
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ロジックモデル   【罪を犯した青少年の社会的居場所全国連携拡充事業】

中期
アウトカム

短期
アウトカム

アウトプット

活動

（全国の自立準備ホームが連携する事によって）

矯正施設出所後の帰住先が未確定な、罪を犯した青少年等が、

立ち直りを希望する地域での帰住先を確保できる仕組みが構築される。

矯正施設出所後の行き場がな

い罪を犯した青少年が、自立

準備ホームの全国ネットワー

クを活用して、県域を越えた

帰住先を確保する。（住まい

の選択肢の拡充）

行き場がない罪を犯した青少

年からネットワークを活用し

た帰住先の相談を受ける状態

になる。

罪を犯した青少年の身元引受

調整、入居後の自立支援、次

の住まいの確保支援、医療や

福祉へのつなぎ

全国の「自立準備ホーム」を

繋ぐネットワークが構築され、

それぞれの団体の特色を知り、

互いに相談できる関係（顔の

見える関係）が構築される。

全国の「自立準備ホーム」

（行き場がない罪を犯した青

少年を受け入れている団体）

を繋ぐネットワークが構築さ

れる。

ネットワークの構築、シンポ

ジウム・地域勉強会の開催、

自立準備ホームの全国組織の

設立、全国組織設立後の活動

展開

「自立準備ホーム」が抱える

様々な課題や運営状況等につ

いて、法務省の理解が得られ

るようになる。（関係機関と

の連携）

法務省と定期的に意見交換が

できる状態になる。

法務省保護局・矯正局との意

見交換会の設定、開催

社会における「自立準備ホー

ム」と協議会への周知が進み、

支援の相談、加入申込、民間

からの支援などが寄せられる

ようになる。（普及啓発活

動）

「自立準備ホーム」や協議会

について、社会に対する広

報・周知が進む状態になる。

自立準備ホームの全国組織に

関するホームページ開設、一

般向け及び青少年保護者向け

シンポジウム・勉強会の開催

3
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２ .  事後評価 実施概要

① どんな変化をこの事業の重要なポイントとして設定したか

矯正施設出所後の行き場がない罪を犯した青少年が、自立準備ホームの全国ネットワークを活用して、県域を越えた帰住先を確保する。（住まいの選択肢の拡充）

全国の「自立準備ホーム」を繋ぐネットワークが構築され、それぞれの団体の特色を知り、互いに相談できる関係（顔の見える関係）が構築される。

「自立準備ホーム」が抱える様々な課題や運営状況等について、法務省の理解が得られるようになる。（関係機関との連携）

社会における「自立準備ホーム」と協議会への周知が進み、支援の相談、加入申込、民間からの支援などが寄せられるようになる。（普及啓発活動）

② どんな調査で測定したのか

短期

アウトカム

01 の評価

01 矯正施設出所後の行き場がない罪を犯した青少年が、自立準備ホームの全国ネットワークを活用して、県域を越えた帰住先を確保する。 

（住まいの選択肢の拡充）

指標

①少年院又は刑務所入所者の受け入れを行った自立準備ホームの数 

②全国組織化を通じて県域を超えて受け入れができたケースの数 

③加盟団体で受け入れを希望する県域で社会生活がスタートした数

④②また③で受け入れ判断及び社会内での支援を行ったケースの生活改善状況及び心理変化

（１）調査方法

（２）調査実施時期
（３）調査対象者

（４）分析方法

【 定量調査 】 ①、②、③

支援記録 集計

2020年4月〜2023年3月
自立準備ホーム事業者会員

単純集計

（１）調査方法

（２）調査実施時期

（３）調査対象者

（４）分析方法

【 定量調査 】 ④

支援に対するアンケート調査【少年用】（主な項目は「5-1. 県外で生き直す支援を受けた結果、何か変わったことがありましたか」など）

2022年11月〜12月

事業の対象となった少年で全再協が支援した7人のうち、社会内で生活しており連絡がとれる4人にLINE・面接で実施し、4人が回答（回収率100%）

単純集計

（１）調査方法

（２）調査実施時期

（３）調査対象者

（４）分析方法

【 定量調査 】 ④

支援に対するアンケート調査【保護者用】（主な項目は「5. 支援者から支援を受けた結果、何か変わりましたか」など）

2022年11月〜12月

事業の対象となった少年で全再協が支援した7人のうち、刑事施設入所中のため回答できない3人については、本人の代わりに保護者にアン

ケートを実施し、3人が回答（回収率100%）

単純集計

（１）実施概要

4
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② どんな調査で測定したのか

短期

アウトカム

02 の評価

02 全国の「自立準備ホーム」を繋ぐネットワークが構築され、それぞれの団体の特色を知り、

互いに相談できる関係（顔の見える関係）が構築される。

指標

①日本自立準備ホーム協議会加入団体数 

②勉強会・研修会における事業者との直接的意見交換の推進  

③日本自立準備ホーム協議会を通じて、帰住先調整時に連携した件数  

④ホームページでの意見聴取件数

（１）調査方法

（２）調査実施時期

（３）調査対象者

（４）分析方法

【 定量調査 】 ①、②、③

協議会記録 集計 

2022年3月〜2023年3月

自立準備ホーム事業者会員

単純集計

（１）調査方法

（２）調査実施時期

（３）調査対象者

（４）分析方法

【 定量調査 】 ②

自立準備ホームに関するアンケート調査（主な項目は「自立準備ホームの運営に必要と思われること」など）

2020年2月〜2020年11月

自立準備ホーム事業者411事業者を対象とし、うち237事業者が回答（回収率58％）

単純集計

（１）調査方法

（２）調査実施時期

（３）調査対象者

（４）分析方法

【 定量調査 】 ②

勉強会アンケート調査（主な項目は「講話の内容への意見」など）

2022年7月〜2023年2月

東北、四国、北海道、九州、関東、近畿ブロック勉強会参加者98人を対象とし、うち60人が回答（回収率61％）

単純集計

（１）調査方法

（２）調査実施時期

（３）分析方法

【 定量調査 】 ④

ホームページのログによる集計

2020年3月〜2023年3月

単純集計

短期

アウトカム

03 の評価

03 「自立準備ホーム」が抱える様々な課題や運営状況等について、法務省の理解が得られるようになる。（関係機関との連携）

指標

①法務省との連携 

・官民意見交換会で法務省と合意できた内容 

・官民意見交換会の結果として、法務省における施策・取組の変化の有無（制度面・予算面その他） 

②官民意見交換会での意見交換を踏まえた実践活動の内容

（１）調査方法

（２）調査実施時期

【 定性調査 】 ①、②

意見交換会記録参照

2020年4月〜2023年3月

5
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② どんな調査で測定したのか

短期

アウトカム

04 の評価

04 社会における「自立準備ホーム」と協議会への周知が進み、支援の相談、加入申込、民間からの支援などが寄せられるようになる。

（普及啓発活動）

指標

①講演会の参加者数、満足度、講演会に参加した人の変化 

②ホームページアクセス数 

③会員加入増加数 

④賛助会員数、賛助金

（１）調査方法

（２）調査実施時期

（３）調査対象者

（４）分析方法

【 定量調査 】 ①

講演会アンケート調査（主な項目は「参加された動機は何か」「日準協への要望、意見」「講演会の満足度」など）

2022年3月21日

講演会参加者を対象とし、72人が紙面・オンラインにて回答

単純集計

（１）調査方法

（２）調査実施時期

（３）調査対象者

（４）分析方法

【 定量調査 】 ①

講演会アンケート調査（主な項目は「参加された動機は何か」「日準協への要望、意見」「講演会の満足度」など）

2023年1月29日

講演会参加者を対象とし、96人が紙面・オンラインにて回答

単純集計

（１）調査方法

（２）調査実施時期

（３）調査対象者

（４）分析方法

【 定量調査 】 ②

ホームページ集計

2022年4月〜2023年3月

一般市民、自立準備ホーム事業者等

単純集計

（１）調査方法

（２）調査実施時期

（３）調査対象者

（４）分析方法

【 定量調査 】 ③、④

協議会記録  集計

 2022年3月〜2023年3月

自立準備ホーム事業者会員

単純集計

6
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内部／外部 評価担当役割 氏名 団体・役職

内部 評価者・アンケート実施 高坂 朝人 事業担当者

内部 評価者・アンケート実施・報告書執筆・実務者 津山 順子 事業担当者

内部 評価者 野田 詠氏 事業担当者

外部 学識経験者・アンケート報告書執筆・綜合評価者 岡邉 健 京都大学大学院教授

（２） 実施体制

③ 調査結果をどのように深掘りし価値判断をしたのか 

◆ 当該分野の専門家のレビューを受けて、価値判断を行った。

7
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３ .  事 業 の 実 績

３-１ インプット（主要なものを記載）

項目 内容・金額

（１） 人材

  （主に活動していたメンバーの人数や役割等）
内部：合計 10人（担当者9人、相談役1人）／ 外部：合計 4人（各分野の専門家4人）

（２） 資機材（主要なもの） パソコン、セキュリティソフト、集音マイク

（３） 経費実績 助成金の合計

➀ 契約当初の計画金額 合計 10,294,000 円

事業費：9,754,000円 （内訳 直接事業費：9,686,000円 ／ 管理的経費：68,000円）

評価関連経費：540,000円

コロナ対応緊急支援追加額： 0円 （内訳 直接事業費： 0円 ／ 管理的経費： 0円）

➁ 実際に投入した金額と種類 合計  13,279,000 円

事業費：9,754,000円 （内訳 直接事業費：9,686,000円 ／ 管理的経費：68,000円）

評価関連経費：540,000円

コロナ対応緊急支援追加額：2,985,000円 （内訳 直接事業費：2,985,000円 ／ 管理的経費：0円）

（４） 自己資金

① 契約当初の自己資金の
計画金額

合計 2,435,000 円 事業費：2,435,000円 （内訳 直接事業費：2,398,000円 ／ 管理的経費：37,000円）

② 実際に投入した自己資金の
金額と種類

合計   2,435,000 円 事業費：2,435,000円 （内訳 直接事業費：2,398,000円 ／ 管理的経費：37,000円）

③ 資金調達で工夫した点 全国再非行防止ネットワーク協議会の中で調達した。

8
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2015(平成27)年に、広島市で中学3年生の少年が逮捕され、広島少年院に入った。

その少年と小学生のときから家族のように関わっていた広島のNPO法人食べて語ろう

会理事長の中本氏が、少年が仮退院後に逮捕前と同じ環境に戻ることをとても心配し、

「広島少年院におる子を、名古屋で引き受けてくれないか」と髙坂に相談した。

   髙坂は、名古屋市で自立準備ホームを運営していたので、広島少年院でこの少年と

面会をし、県外に住むこと、逮捕前の環境に戻ることの両方に不安が大きいことを理

解したうえで、髙坂の名古屋市の自立準備ホームで受入れた。少年は、以後再犯なく

生活を維持している。

こうした動きを踏まえ、2015(平成27) 年から、「NPО法人食べて語ろう会」 (広島

県)、「NPО法人チェンジングライフ」(大阪府)、「NPО法人再非行防止サポートセン

ター愛知」(愛知県)の3団体は、居住地を地元とは異なる場所に変えて生き直しをする

ことを決めた元非行少年に対して、連携して出院後の社会復帰と自立を支援してきた。

しかし、県域を越えた社会復帰支援については、県によって支援方法についての見解

の相違があるなど、容易には進まない現状があった。

また、一方で、社会での受け皿がないために少年院からの出院が延期になったり、

少年院出院後に家庭が崩壊して居場所を失ったりするなどの事例も多く、上記3団体は、

そういった状況下にある青少年についても、身元の引受をする活動を開始した。これ

らの活動を通じて、3団体相互に情報交換や連携を重ねていった結果、「再非行を防止

するための環境づくりには、全国的な連携の仕組みが不可欠である」との考えで一致

し、2018(平成30) 年8月「全国再非行防止ネットワーク協議会（全再協）」を設立し、

現在まで活動してきた。

全国再非行防止ネットワーク協議会の中で、法務省保護局・矯正局の皆様と意見交

換会の場を定期的に持たせていただき、様々な課題を共有してきた。自立準備ホーム

の制度がスタートしてから10年が経過する中で、自立準備ホーム制度の不安定さ、受

け入れ実数や登録事業者の増加など、10年前の状況と現状とを比較し改善が必要な課

題も見えてきたので実態調査を行うこととし、その結果を、2020(令和2) 年11月に報告

書にまとめた。

全国再非行防止ネットワーク協議会としては、3団体だけではなく、全国の自立準備

ホームが連携することで、多くの出所者、出院者の再犯防止、再非行防止を実現でき

るのではないかと考え、自立準備ホームの全国組織を立ち上げたいと決意した。

2021(令和3)年2月にまとめた「少年院における帰住調整等に困難を要した事例アン

ケート調査報告書」では、次の通り課題がまとめられている。

■帰住調整が困難なケースに共通する課題は、次の通り

① 保護者に関しては、生活状況や少年本人との関係性が良好でない。

② 本人自身に関しては、保護者との関係修復や保護者以外への帰住に関しての意

思形成等ができていない。

③ 関係機関に関しては、個々のケースが抱える課題の理解と情報の共有が不十分

である。

 ■帰住調整が困難となるケースを把握する上での指標となるポイントは、次の通り

① 本人自身の被害性や障害等の特性

② 家族との関係性

③ 保護者自身の状態

④ これまでの養育状 況や虐待や暴力の有無

⑤ 包括的な家族葛藤の状況

⑥ 女性という特性

 ■円滑な帰住調整をすすめる上での課題

① 情報の共有とそれぞれの機関との連携強化

② 共通の問題意識を形成し同一方向にその作業を進めるためには、共通する理念

と共通する言語の形成等が大きな課題

※アンケート調査の概要

・目 的 行き先がなくて少年院を出i院できない子どもたちの現状把握

・対 象 全国の少年院 48少年院から回答

・実施時期 2020(令和2)年6月〜7月（2021(令和3)年2月報告書作成）

・報告書名 少年院における帰住調整等に困難を要した事例アンケート調査報告書

事業を発想したきっかけ 受け入れ先のない少年たちの置かれている状況

県域を越えた支援を行うための環境整備の重要性

全国再非行防止ネットワーク協議会（3団体）の連携・協力体制を全国に拡大し、刑

務所や少年院の入所者が、生き直しをするための準備期間に、支援者の助けを得て安

心して過ごせるような環境を全国で整備することが急務である。そのためには全国の

自立準備ホームが連携し、人材育成、情報交換・共有の体制を強化するとともに、自

立準備ホームの存在と活動を周知するための普及啓発が必要である。

9

３-２ 活動詳細と支援事例
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中学時から非行を続ける中で、窃盗(空き巣)に手を出し刑務所に。引受人がない

こともあり、刑務所は満期で出所。地元で一旦生活をしていたが旧知の交友関係

が断ち切れずすぐに不良交友が始まり、以前の生活に突入してしまった。

地元での更生を断念し、知人の紹介で地元を離れて再出発。住所や食事の確保

をしたうえで、支援者の適切な支援を受けながら、地道に自分の生活の立て直し

に向き合い、自分の将来のことも考えながら、新しい介護の職場で頑張り始めた。

やがて、職場で一定の信頼感を得て、資格取得のための全面的な支援を受ける

ことで少しずつ自信も出てきて、穏やかな笑顔が見られるようになってくる。

支援者、スタッフの元には週1回会いに来て、現況を話しながら、生活上の課題

について確認している。帰りにはたっぷりの食料をもらって、帰宅している。

入れ墨が入っているため、介護の利用者に対する入浴介助の場面では（入れ済

みを隠さなければならないので）気を遣い、精神的な不安もあるという。

今まで勉強をしてこなかったことに後悔しているようであるが、支援者として

は、彼にはこのまま自分の道を切り開いてほしいと切に願っている。

ケース｜地元を離れて支援を受け、

介護の資格取得という目標に歩み出したAさん

ケース｜刑事施設にいる性同一性障害のBさん

少年院に2回入り、仮退院後、とある支援者のもとで通信制高校の通学支援を受

けるなどして、将来大学で勉強し、支援者の手助けをしたいと言っていた。しか

し地元の不良交友関係から離脱できず、悪い誘いに安易に乗り、事件を惹起し刑

務所に入ることとなった。彼は、性同一障害で女性でありながら男性の心で生き

てきている。家族にも、社会にも認められない状況が続き、心身共に厳しい状況

であったと推測できる。

地元に帰っての立ち直りは、厳しい状況が待っていることを理解し、地元以外

の場所で生きることを選択し、現在は、自立準備ホームを帰住予定先としたうえ

で、 （ホームの）支援者との面会などを継続している。

女性刑務所は本人にとっては苦痛が大きいそうであるが、現在は支援者の支援

を受けながら、できるだけ穏やかな生活ができるよう努力している。新たな支援

者と意思疎通をとりながら、次の一歩を踏み出すために、刑務所内で高校の勉強

を再開し、高卒認定試験の準備を行っているそうである。

支援事例  

日本自立準備ホーム協議会｜

立ち直りを支える「自立準備ホーム」の全国ネットワーク構築

自立準備ホームは、帰住者に対する法務省の緊急的住宅確保政策の中から生まれた

制度である。更生保護施設の予備的な位置づけのまま、制度発足から10年間経過した

が、今では更生支援に大きな役割を果たす存在となっている。

しかし、近隣のホームの活動実態や、どのような自立準備ホームが地域内にあるの

かに関する情報が共有されていないこと、脆弱な経営母体のために支援者の人材育成

が十分でないこと、保護観察所とのやり取りが個別的・単発的になっていること、都

道府県によって委託の考え方などシステムが異なっていること等、多くの課題がある

ことがわかってきた。

また、制度創設10年を経て、徐々に自立準備ホームも増加しており、今後も帰住者

の立ち直り施設のニーズは高まると思われることから、自立準備ホーム全体の支援能

力の底上げが、今後ますます重要になると考えられた。

自立準備ホームに対するアンケート調査の結果からも、同様の意見が多く寄せられ

て、全国に同じ思いを持つ同志がいることが、全国組織化の背中を押す形となった。

全国組織化を目指すなかで見えてきたこと

10
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日本自立準備ホーム協議会設立記念講演会・シンポジウム｜登壇者によるお話

日本自立準備ホーム協議会設立記念講演会・シンポジウム｜集合写真

地方勉強会の様子
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官民意見交換会｜

立ち直りができる環境を 官と民の協働で構築する

■ 2019(令和元)年度

・自立準備ホームの現状、課題についての情報共有

・自立準備ホーム10周年記念シンポジウムの開催

■ 2020(令和2)年度

・自立準備ホームの現状を把握するためのアンケート調査の実施に向け、調査票、

調査方法等について協議➡アンケート調査実施➡報告書作成

・法務省と全再協との間で調査結果を共有、全国組織の立ち上げについて協議、

意見交換➡全国組織の立ち上げの方向性を確認

・ホームページなどにより、情報公開することの是非、掲載内容等について協議、

検討、調整

■ 2021(令和3)年度

・自立準備ホーム間の情報共有のための勉強会・研修会の開催

・日本自立準備ホーム協議会の設立にむけた調整

【法務省後援、基調講演講師との調整、法務大臣挨拶、保護局パネリスト、当

日配布資料への保護局長寄稿等調整、ホームページ掲載内容の寄稿の要請】

・保護委託費の増額に関する調整

■ 2022(令和4)年度

・自立準備ホーム間の情報共有のための勉強会・研修会の開催（8ブロック）支援

・矯正施設等に配布する自立準備ホームに関する冊子の作成に関する調整

・日本自立準備ホーム協議会、全国再非行防止ネットワーク協議会、食べて語ろ

う会共催の講演会・シンポジウム開催に関する調整【後援、パネリストの調整】
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ロジックモデル   【罪を犯した青少年の社会的居場所全国連携拡充事業】

中期
アウトカム

短期
アウトカム

アウトプット

活動

（全国の自立準備ホームが連携する事によって）

矯正施設出所後の帰住先が未確定な、罪を犯した青少年等が、

立ち直りを希望する地域での帰住先を確保できる仕組みが構築される。

矯正施設出所後の行き場がな

い罪を犯した青少年が、自立

準備ホームの全国ネットワー

クを活用して、県域を越えた

帰住先を確保する。（住まい

の選択肢の拡充）

行き場がない罪を犯した青少

年からネットワークを活用し

た帰住先の相談を受ける状態

になる。

罪を犯した青少年の身元引受

調整、入居後の自立支援、次

の住まいの確保支援、医療や

福祉へのつなぎ

全国の「自立準備ホーム」を

繋ぐネットワークが構築され、

それぞれの団体の特色を知り、

互いに相談できる関係（顔の

見える関係）が構築される。

全国の「自立準備ホーム」

（行き場がない罪を犯した青

少年を受け入れている団体）

を繋ぐネットワークが構築さ

れる。

ネットワークの構築、シンポ

ジウム・地域勉強会の開催、

自立準備ホームの全国組織の

設立、全国組織設立後の活動

展開

「自立準備ホーム」が抱える

様々な課題や運営状況等につ

いて、法務省の理解が得られ

るようになる。（関係機関と

の連携）

法務省と定期的に意見交換が

できる状態になる。

法務省保護局・矯正局との意

見交換会の設定、開催

社会における「自立準備ホー

ム」と協議会への周知が進み、

支援の相談、加入申込、民間

からの支援などが寄せられる

ようになる。（普及啓発活

動）

「自立準備ホーム」や協議会

について、社会に対する広

報・周知が進む状態になる。

自立準備ホームの全国組織に

関するホームページ開設、一

般向け及び青少年保護者向け

シンポジウム・勉強会の開催

13
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３-３ 活動とアウトプットの実績
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アウトプット

0101

アウトプット｜行き場がない罪を犯した青少年からネットワークを活用した帰住先の相談を受ける状態になる。
目標達成時期｜2023年1月

主な活動（概要）｜罪を犯した青少年の身元引受調整、入居後の自立支援、次の住まいの確保支援、医療や福祉へのつなぎ

指標 初期値 目標値 実績値

支援の相談を受けた

社会的居場所がない罪を犯した青少年の人数

2019年度 3人 2020年度 6人

2021年度 11人

2022年度 20人

2020年度 6人 【目標値達成】

2021年度 2人 【目標値未達成】

2022年度 11人 【目標値未達成】

3年間で支援した人の合計 19人

・社会復帰し自立した人  6人

・矯正施設入所中の人  6人

・自立準備ホーム等施設入居中  4人

・支援調整中の人  3人

14

３-３ 活動とアウトプットの実績
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アウトプット

0201

アウトプット｜全国の「自立準備ホーム」（行き場がない罪を犯した青少年を受け入れている団体）を繋ぐネットワークが構築される。 

主な活動（概要）｜ネットワークの構築、シンポジウム・地域勉強会の開催、自立準備ホームの全国組織の設立〜活動展開

指標 初期値 目標値
目標

達成時期
実績値

①地域ごとの小規模勉強会の実施回数、

参加団体数

②自立準備ホームのネットワークの設立 

①0回 0団体

②未設立

①年間3回

計9回

参加団体50団体

②（状態）

・2020年度

ネットワーク設立準備

（アンケート、シンポジウ

ム、勉強会等）

・2021年度

ネットワーク設立(設立総

会、記念シンポジウム、

ホームページ運営開始)

・2022年度

ネットワークの周知・拡

充(法人化、各ブロックご

との勉強会開始、シンポ

ジウム開催)

①2023年

1月

②各年度

ごと

①勉強会 計 13回実施、参加団体 計143団体 【目標値達成】

2020年度 1回（中部12団体）

2021年度 4回

近畿17団体、中国12団体、北海道9団体、関東19団体

合計 57団体

2022年度 8回

東北9団体、四国6団体、九州12団体、北海道3団体、

関東13団体、近畿7団体、中国11団体、中部13団体

合計 74団体

② 【目標値達成】

全国組織設立の経過

2020年度 自立準備ホームに関するアンケート調査、勉強会

の実施、シンポジウムの開催、少年院における帰

住調整に困難を要した事例アンケート実施(別助成

金活用) 、官民意見交換会

2021年度 準備会設置、勉強会の開催、研修会の開催(別助成

金活用)、ホーム開設、設立総会、設立記念シンポ

ジウム開催、官民意見交換会

2022年度 一般社団法人格取得、勉強会開催、シンポジウム

開催、冊子の作成(別助成金活用)、官民意見交換会 

15
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アウトプット

0301

アウトプット｜行き場のない罪を犯した青少年の自立に関することや、「自立準備ホーム」が抱える様々な課題や運営状況等について、
法務省と定期的に意見交換ができる状態になる。 

目標達成時期｜2023年1月

主な活動（概要）｜ 法務省保護局・矯正局との意見交換会の設定、開催

指標 初期値 目標値 実績値

①官民意見交換会開催数

➁官民意見交換会の事前や結果を踏まえた

協議の回数及び内容等

① 3回

（1年間）

② 0件

①全体で

9回

②全体で

9回 

①官民意見交換会 計9回 【目標値達成】

2020年度 3回

2021年度 3回

2022年度 3回

②3年間で9回程度実施 【目標値達成】

法務省との協議を随時開催。主な内容は以下の通り。

・2020(令和2)年度－制度創設10周年記念シンポの開催について調整、自立

準備ホームの現状把握のためのアンケート調査・報告書作成、課題の抽

出、あわせて少年院の帰住調整の現状把握、報告書作成

・2021(令和3)年度－全国組織立ち上げに向け、設立趣意書の作成、定款等

組織体制の企画立案調整、HPの作成調整、自立準備ホームの委託費関係

要請、設立シンポジウムの調整（後援・基調講演者等の調整）を行い、

3月21日に設立総会・記念シンポジウムを開催

・2022(令和4)年度－一般社団法人として運営開始、自立準備ホーム普及冊

子作成に関して調整、ブロックごとの勉強会開催への支援要請等の調整、

2023(令和5)年度の事業計画案の調整

16
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アウトプット

0401

アウトプット｜「自立準備ホーム」や「日本自立準備ホーム協議会」について、社会に対する広報・周知が進む状態になる。 
目標達成時期｜2023年1月

主な活動（概要）｜普及啓発活動（自立準備ホームの全国組織に関するホームページ開設、一般・青少年保護者向けシンポジウム・勉強会開催）

指標 初期値 目標値 実績値

①大規模勉強会・シンポジウム実施回数・参加者数

➁日本自立準備ホーム協議会のホームページが

開設されている

③全国の自立準備ホームに、全国組織についての

周知に関する働き掛けを行う 

➀（状態）

開催なし

➁（状態）

開設なし

③0団体

①年間1回計3回、

参加者150名

②開設されている

③働き掛けをしている

①【目標値達成】

シンポジウム

2020年度－1回(愛知)／参加者 300人

2021年度－1回(東京)／参加者 300人

2022年度－1回(広島)／参加者 280人

②【目標値達成】

ホームページ運用開始：2022年３月21日

アクセス数全体9292件、会員ページ537件、問合せ529件

うち相談件数27件(寄付4件、ホーム設立5件、研修6件、

引受2件、会員加入4件、就労支援連携1件、リンク1件、

取材要請2件、その他2件) (2023年3月2日現在)

③【目標値達成】

周知の内容

・会員団体に定款等関係資料を送付し周知

・HPで情報発信

・8ブロックで勉強会・研修会を開催し、周知拡大

・会員空白県に幹部が出向き普及・会員増加に向けて活動

・マスコミ等への出演

テレビ、新聞、インターネット上に幹部が出演し周知

・自治体の会議での講演

17
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３-４ 外部との連携の実績
【事業開始前のエコマップ：2020年3月時点】

■ エコマップ色分け

助成事業開始前 黄色 → 1年目 赤色 → ２年目 青色 → ３年目緑色

自立準備ホーム

アンケート

（事業者向け）

官民意見交換会
① 2019.2.2

・３団体（全再協） 紹介

② 2019.5.13

自立準備ホーム委託関係

・全国組織化について相談したが

法務省ではできないとの回答

③ 2019.10.28

・10周年記念シンポ→民間で

・アンケート 2020.4打合せ

④ 今福さん基調講演

・アンケート様式の調整

・発送方法の調整

⑤ 2020.1.17

地元（広島）との調整依頼→了承

アンケート実施(熊本大岡田教授)

法務省

生き直し

千葉さん

（理事）

山田憲児さん

（相談役）

駆け込み

餃子

再サポ愛知

川合さん

食べて語ろう会

津山さん

全国再非行防止

ネットワーク

協議会

熊本大学

岡田教授

再サポ愛知

高坂さん
チェンジング

ライフ

野田さん

食べて語ろう会

中本さん

朝日新聞

大久保記者

自立準備ホーム

アンケート

（事業者向け）

日本更生保護協会

少年矯正課矯正局

（窓口）

保護調査官

更生保護

振興課
保護局
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３-４ 外部との連携の実績
【事業３年目のエコマップ：2022年10月時点】

19

生き直し

千葉さん

（理事）

山田憲児さん

（相談役）

朝日新聞

大久保記者

自立準備ホーム

アンケート

（事業者向け）

官民意見交換会

駆け込み

餃子

少年矯正課矯正局

日本更生保護協会

① 2019.2.2

・３団体（全再協） 紹介

② 2019.5.13

自立準備ホーム委託関係

・全国組織化について相談したが

法務省ではできないとの回答

③ 2019.10.28

・10周年記念シンポ→民間で

・アンケート 2020.4打合せ

④ 今福さん基調講演

・アンケート様式の調整

・発送方法の調整

⑤ 2020.1.17

地元（広島）との調整依頼→了承

アンケート実施(熊本大岡田教授)

日本更女連盟

愛知少年院

アドクリエイト

HP配信

帰住先がない少年の

少年院アンケート

厚労省

伊豆丸さん

みんなの家

長谷川さん

岐阜ダルク あみさか

（児童福祉）

中国新聞

芳賀記者

（JANPIA HP記事掲載用）

荻上チキさん対談

NHK

3/21シンポ

ワイドス

クランブル
共同通信

朝日新聞

毎日新聞

寄付者

吉永みち子さん

（顧問）

酒井さん

（元検事長・顧問）

稲川さん

（元検事長・監事）

稲葉さん

（元委員長・理事）

京都大学

岡邊教授

（理事）

NEC

プロボノ

日準協

設立シンポ

R4.3.21

参加290名

第２回 近畿勉強会2021.6.11

（ZOOM）17事業者参加

ワンネス

財団

第３回 中国勉強会2021.8（ZOOM）

13事業者参加

第4回 関東地方勉強会

18事業者参加

第5回 北海道勉強会2022.2（ZOOM）

9事業者参加

名古屋10周年シンポ

2020.11.21 300人参加

講演 今福局長

アンケート報告

第１回 中部勉強会

2020.11

（自立準備ホーム）

12団体参加

松本少年

刑務所

和歌山

拘置所

笠松刑務所

岡山少年院

（交通事故

加害者）

姫路少年

刑務所

愛光女子

学園

京都医療

少年院

富山ダルク

非行と向き

合う親の会

（新潟）

セカンド

チャンス

遊佐さん

RCCラジオ

ABCテレビ

中国新聞

読売新聞

東京都

再犯防止

連絡協議会

全国の

地域生活

定着支援

センター

弁護士

三重県

Tさん

広島少年院 湖南学院

生活サポート千葉

東北勉強会

2022.7.23

9事業者参加

四国勉強会

2022.8.27

6事業者参加

九州勉強会

2022.9.16

12事業者参加

北海道勉強会

2022.10.28

5事業者参加

秋田

結いネット

ひなたぼっこ

（仙台）

止まり木

（四国）

ハニー

コーポレーション

佐賀ダルク

緑友会

（北海道）

メディア

地方勉強会

設立シンポ

県域を越えた支援関係

再サポ愛知

川合さん(亡)

食べて語ろう会

津山さん

相互

リンク HP

配信

全国再非行防止

ネットワーク

協議会

熊本大学

岡田教授

再サポ愛知

高坂さん
チェンジング

ライフ

野田さん

食べて語ろう会

中本さん

法務省

（窓口）

保護調査官

今福さん

（顧問）

日本自立準備ホーム協議会

全国就労支援者機構 全国保護司連盟

全国更生保護法人連盟日本BBS連盟

村木厚子

前事務次官

林眞琴

元検事総長

全国の地方更

生保護委員会

更生保護

振興課
保護局

中島さん

（理事）

■ エコマップ色分け

助成事業開始前 黄色 → 1年目 赤色 → ２年目 青色 → ３年目緑色
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外部との連携の実績

■1年目

・全国再非行防止ネットワーク協議会メンバー(愛知：高坂、川合、近田、大阪：野田、高杉、絹田、広島：中本、平本、津山など)が官民意見交換会に参
加し、自立準備ホームの現状などについて法務省と意見交換した。法務省側として、少年矯正課長、保護振興課長が対応された。

・矯正局長、保護局長に毎回ご挨拶をさせて頂き、当方の思いを伝えることができた。
・その中で、「自立準備ホーム10周年記念シンポジウム」を開催することになり、法務省、更生保護団体との情報交換により後援名義使用承認を得るこ
とができた。基調講演を今福保護局長、パネリストを更生保護振興課の南元保護調査官、生きなおしの千葉さん等にお願いして、つながりができた。み
なの家の長谷川さんとも出会うことができ、千葉さんとともに全国組織の準備会のメンバーとして加わってもらった。

・また、このシンポジウムには、多くの自立準備ホーム事業者の方々が参加され、自立準備ホームの現状と課題を共有するとともに、ホームへの支援を求
める声が上がったことで、その後の全国展開への弾みとなった。

・シンポジウムのオンライン配信は、㈱アドクリエイト(広島市)が実施し、その後ホームページ開設にも協力している。

■2年目
・自立準備ホームの現状と課題が明確でなかったことから、全国再非行防止ネットワーク協議会で「自立準備ホームのアンケート調査」を実施することに
なり、専門家として以前から大阪・広島の支援者と交流があった熊本大学法学部の岡田教授が企画、調査、分析、まとめなど一貫して対応。大きな支援
者として導いていただいた。

・また、別の助成金で実施した「少年院における帰住調整等に困難を要した事例アンケート調査」は、広島のNPO法人食べて語ろう会の顧問であり、当時
福岡少年院で勤務されていた中島学院長の協力を得て実施され、調査報告書がまとめられた。少年院からの帰住調整が様々な課題から困難となっており、
その中で、少年たちの帰住先として自立準備ホームの役割が大きいことが明確にされた。これら2つの実態調査は、課題の明確化、今後の方向性を模索
するうえで重要な事業であった。

・全国組織を2021(令和3)年度中に立ち上げることとし、それらの準備を行う組織として「設立準備会」を立ち上げた。頻繁にZoomによるオンライン会議
を行いながら着実に全員で協力をしながら進めた。メンバーには、中本、高坂、野田、津山、川合、長谷川、千葉、中島に加え、稲葉前近畿地方更生保
護委員会委員長、岡邉京都大学大学院教授が加入。さらに山田さん、吉永さん、酒井さん、稲川さんなど多くの方々に応援団となっていただき、全国組
織の現体制は、このような支援者等で構成するかたちで円滑にスタートすることができた。

・2022(令和4)年3月21日に全国組織を設立することとし、総会、理事会で定款、理事等役員、顧問、相談員を決定。設立を記念して講演会・シンポジウム
を東京で開催し、基調講演を林真琴検事総長、メッセージを村木厚子氏にそれぞれいただいた。また、法務大臣からの祝辞(宮田保護局長代読)も受けた。
パネリストには法務省職員、自立準備ホーム事業者が参加し、成功裏に終わった（これに参加した自立準備ホーム事業者はその後、法務省のイベントに
も招へいされている）。講演会・シンポジウムは、マスコミにも大きく報道された。

・日本自立準備ホーム協議会設立記念シンポジウムについては、JANPIAのご紹介でNECのプロボノ支援を受けて実施した。
・2022(令和4)年3月21日、一般社団法人日本自立準備ホーム協議会が、会員41事業者でスタートした。

■3年目
・全国再非行防止ネットワーク協議会は、当助成金の事業展開を円滑に進めるために、日本自立準備ホーム協議会の協力が必要と考え、共催で実施するこ
ととした。また、事業展開に当たっては委員会形式を取り入れ、広報、情報、事業者委員会等が分担する形で、8ブロックでの勉強会・研修会の開催、
広報冊子の作成、講演会の開催、ホームページ運営などの事業を、精力的に実施している。

・全国8のブロック（各地方更生保護委員会単位）で開催する勉強会・研修会で、全国展開の意義などに納得していただいた上で協議会への加盟をしてい
ただいており、現在までに61事業所が加盟。全国において勉強会・研修会を開催したことで、会員間の意思疎通・会員獲得の点で成果がみられた。次年
度以降の事業の推進にあたっては、各地方ブロックから理事に入ってもらう予定であり、より一層全国組織としての体制が強固になると考えられる。
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ロジックモデル    【罪を犯した青少年の社会的居場所全国連携拡充事業】

中期
アウトカム

短期
アウトカム

アウトプット

活動

（全国の自立準備ホームが連携する事によって）

矯正施設出所後の帰住先が未確定な、罪を犯した青少年等が、

立ち直りを希望する地域での帰住先を確保できる仕組みが構築される。

矯正施設出所後の行き場がな

い罪を犯した青少年が、自立

準備ホームの全国ネットワー

クを活用して、県域を越えた

帰住先を確保する。（住まい

の選択肢の拡充）

行き場がない罪を犯した青少

年からネットワークを活用し

た帰住先の相談を受ける状態

になる。

罪を犯した青少年の身元引受

調整、入居後の自立支援、次

の住まいの確保支援、医療や

福祉へのつなぎ

全国の「自立準備ホーム」を

繋ぐネットワークが構築され、

それぞれの団体の特色を知り、

互いに相談できる関係（顔の

見える関係）が構築される。

全国の「自立準備ホーム」

（行き場がない罪を犯した青

少年を受け入れている団体）

を繋ぐネットワークが構築さ

れる。

ネットワークの構築、シンポ

ジウム・地域勉強会の開催、

自立準備ホームの全国組織の

設立、全国組織設立後の活動

展開

「自立準備ホーム」が抱える

様々な課題や運営状況等につ

いて、法務省の理解が得られ

るようになる。（関係機関と

の連携）

法務省と定期的に意見交換が

できる状態になる。

法務省保護局・矯正局との意

見交換会の設定、開催

社会における「自立準備ホー

ム」と協議会への周知が進み、

支援の相談、加入申込、民間

からの支援などが寄せられる

ようになる。（普及啓発活

動）

「自立準備ホーム」や協議会

について、社会に対する広

報・周知が進む状態になる。

自立準備ホームの全国組織に

関するホームページ開設、一

般向け及び青少年保護者向け

シンポジウム・勉強会の開催

0101 0201 0301 0401

01 02 03 04

４ .  アウトカムの分析
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４-１ アウトカムの達成度

（１） アウトカムの計画と実績

短期アウトカム

01
矯正施設出所後の行き場がない罪を犯した青少年が、自立準備ホームの全国ネットワークを活用して、県域を越えた帰住先を確保する。
（住まいの選択肢の拡充） 目標達成時期｜2023年1月

指標
初期値

／初期状態
目標値

／目標状態
アウトカム発現状況（実績）

①少年院又は刑務所入所者の受け入れを

行った自立準備ホームの数

②全国組織化を通じて県域を超えて

受け入れができたケースの数

③加盟団体で受け入れ希望する県域で

社会生活がスタートした数

④②また③で受け入れ判断及び社会内での

支援を行ったケースの生活改善状況

及び心理変化

① 3団体

② 3人

③ 3件

④把握して

いない

①5団体

② 2020年6人/

2021年11人/

2022年20人

（計 37人）

③ 2020年5人/

2021年10人/

2022年18人

（計 33人）

④支援により

「安心できる居

場所を得られ

た」と感じてい

る

①３団体 【目標値未達成】

・全再協の構成団体である3団体を基本に、東京の「みんなの家」、「生き直し」も加わ

り5団体での受け入れが可能になっている。

・ただ、HPでの相談があった事例では、みんなの家で調整し最終的に福祉施設への入居

支援を行ったケースがある。現在、九州地方での帰住先調整の相談があり、福岡の会員

事業所での受け入れ調整支援を行っている。今後全国の会員事業所との関係を強化して

いく。

② 2020年〜2022年度現在 19人 【目標値未達成】

内訳：矯正施設入所中6人、自立した人6人、自立準備ホーム等で支援中4人、調整中3人

・再犯をして刑務所等に入所している人もおり、もともと支援する少年たちの生活の背

景が劣悪な状態であることに加え、コロナ禍での影響を少なからず受けており、就労が

継続できなくなり再犯を犯す人もいる。

③2020年〜2022年度現在 13人 【目標値未達成】

内訳：自立6人、自立準備ホーム等入所中4件、その他調整中3人

④支援により「安心できる居場所を得られた」と感じていると判断する【目標値達成】

※詳細は巻末「事業の対象となった少年および保護者へのアンケート」参照

アンケート調査では他県で生活することについて、「地元に戻れないのでしょうがな

い」とし、「引き受けてもらってうれしかった」と述べ、現在も全員が相談できる人で

あると回答し、支援者とつながっている。現状については、「犯罪をしなくなった」、

「仕事が続くようになった」、「朝起きられるようになった」と振り返り、「地元を離

れて頑張っている」、「支援者とつながってよかった」と肯定的な意見が大半であり、

落ち着いた生活が送られている様子がうかがえる。

◆ 保護者からは、「支援者とつながったことが良かった」「出所後の引き受けの相談が

できた」「子どもともう一度向き合おうと思った」などの意見が多くあった。

22



Copyright 2023 全国再非行防止ネットワーク協議会 ※本資料の内容を当団体に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。

短期アウトカム

02
（1/2）

全国の「自立準備ホーム」を繋ぐネットワークが構築され、それぞれの団体の特色を知り互いに相談できる関係（顔の見える関係）が構築される。

（ネットワーク構築） 目標達成時期｜2023年1月

指標
初期値

／初期状態
目標値

／目標状態
アウトカム発現状況（実績）

①日本自立準備ホーム協議会加入団体数

②勉強会・研修会における事業者との

直接的意見交換の推進

① 3団体

② 0団体

① 2020年度：3団体

2021年度：20団体

2022年度：30団体

②20団体

①2020年度：計 3団体 (全再協) 【目標値達成】

2021年度：計 41団体(日準協設立) 【目標値達成】

2022年度：計 61団体(日準協1年目) 【目標値達成】

・全国組織設立に向けての調査では111事業所が参加したいとの希望をもっていた

が、実際設立時には41団体となっている。想定と大きく乖離しているのは、設

立準備が遅れ、111事業者に対しての綿密で詳細な情報提供、周知などが行き

渡っていなかったことが理由と考えられる。

・このため、各ブロックで勉強会・研修会を開催し、幹部が出向いて顔と顔を合

わせた説明を行った。その結果、17団体の加入につながっている。今後とも勉強

会・研修会は重要な事業であるととらえている。

②合計 119団体 【目標値達成】

年度別内訳：2020年度 12団体30人(中部)

2021年度 57団体118人(近畿、中国、関東、北海道)

2022年度 50団体98人

(東北、四国、九州、北海道、関東、近畿、中国、中部)

・現在までの参加事業者は、119団体、246人となっており、目標数は大きく超え

ている。当初年間3ブロック程度の実施計画としていたが、2022年度は本会の重

点事業として位置づけ、全国8ブロックにおいて開催することとした。これによ

り、各地域の事業者との関係が良好になり、会員加入の増加にもつながっている。

今後とも会の運営上重要な事業となる。

・参加者のアンケート調査結果（2022(令和4)年度）

2022年7月から2023年2月の間に、8か所において勉強会・研修会を実施し、参

加者に対しアンケートを実施した。98人のうち60人からアンケートを回収した。

満足度は「良い」「普通」を加えると93％、日準協の今後に関する意見としては、

「定期的な勉強会・研修会の開催」「認知度の向上」「情報発信」などが寄せら

れた。課題としては、「費用関連」「人材・スタッフ関連」「利用者関連」など

の点について、35名から意見が寄せられた。日準協への参加意向については、

「会員」26、「加入を検討する」23となっており、今後加入団体の増加が期待

できる。

23
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短期アウトカム

02
（2/2）

全国の「自立準備ホーム」を繋ぐネットワークが構築され、それぞれの団体の特色を知り互いに相談できる関係（顔の見える関係）が構築される。

（ネットワーク構築） 目標達成時期｜2023年1月

指標
初期値

／初期状態
目標値

／目標状態
アウトカム発現状況（実績）

③日本自立準備ホーム協議会を通じて、

帰住先調整時に連携する件数

④ホームページでの意見聴取件数

③ 0件

④ホーム

ページなし

③協議会を通じて他

の居場所を探し定着

した事例等/5件

④ 5件

➂定着した事例 ３件 【目標値未達成】

勉強会等により会員同士の意思疎通が進められることで、コーディネーター等

に帰住先に関する相談があった場合に、関係機関と調整を図ることが可能と

なった。3団体以外の事業所に対し、これまでに５件の相談が寄せられ、そのう

ち３件について２０２３年３月現在、帰住地等の相談をしており、今後、仮釈

放の時期等を踏まえて具体の動きが出てくる予定である。

・事例 東北少年院から相談➡秋田結ネット

福岡刑務所入所の内妻から相談➡Nico

綾瀬刑務所➡都内の別の地域の自立援助ホーム

松本少年刑務所➡ワンネス（相談中）

大井警察署➡コロナ感染➡福祉に連携➡みんなの家

④意見聴取数（相談窓口での受信件数） 27件 【目標値達成】

ホームページの総アクセス数については、9292件(2023年3月2日現在)。相談

窓口での受信件数は27件あり、内容としては、①勉強会の参加希望、②会員に

なるための方法の照会、③寄付の仕方の照会、④刑務所の退所関連の相談、⑤

取材申し込みなどとなっている。

・①については早々に情報提供し参加を得た。

・②については、会の情報提供とともに入会手続きの案内を行い、入会に至った。

・③については、賛助会員として寄付をしていただいた。

・④については、本会の役員が相談対応し本人の意向を踏まえ福祉サービスにつ

なげた。

・⑤については取材に応じ、報道された。

24
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短期アウトカム

03
（1/2）

「自立準備ホーム」が抱える様々な課題や運営状況等について、法務省の理解が得られるようになる。（関係機関との連携）
目標達成時期｜2023年1月

指標
初期値

／初期状態
目標値

／目標状態
アウトカム発現状況（実績）

①法務省との連携

■官民意見交換会で法務省と

合意できた内容

①連携0件 ①2020年 2件、

2021年 3件、

2022年 4件

①合意できた件数

2020年 2件 ／ 2021年 3件 ／ 2022年４件 【目標値達成】

（以下、内容詳細）

＜2020年 合意件数： 2件＞

■自立準備ホーム設立10周年記念シンポの実施調整、後援名義、

演者招へい(今福法務省保護局局長（当時）)要請

➡【合意1】協力を得ることができた。

■全国組織の立ち上げに向けた現状把握の方法（自立準備ホームアンケート調査、

少年院調査）等の協議

➡【合意2】協力を得ることができた。

＜2021年 合意件数： 3件＞

■自立準備ホームの対応窓口の設定

➡【合意1】協力を得ることができた。

■設立シンポに係る調整、全国組織のアウトライン、組織体制、事業計画等の調整

➡【合意2】各議題で協力を得ることができ、全国組織の立ち上げを実現できた。

＊設立シンポに際して、更生保護6団体とも意思疎通を十分に図りながら実施できたことは、

今後の法務省との協力体制を確保する上でも大変重要であった。

■ホームページ開設についての調整

➡【合意3】調整がつき、開設に向け具体的な準備が可能となった。

＊その後ホームページを開設（2022年3月21日〜）できたことは、日本自立準備ホーム協議会

として主体的に情報発信ができる環境が整備されたという意味で、重要なことであった。

＜2022年 合意件数：４件＞

■全国組織の事業計画の推進方策の調整

➡【合意1】全再協と日準協の関係性について理解が得られた。

＊重点事業として，会員相互の連携，理解促進及び自立準備ホームの理解促進のための広報活

動において，会員の増加，組織体制の強化を図ること。すべての事業について，全再協と日

準協が共催で事業実施し，円滑かつ効果的に推進する旨報告した。
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短期アウトカム
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「自立準備ホーム」が抱える様々な課題や運営状況等について、法務省の理解が得られるようになる。（関係機関との連携）
目標達成時期｜2023年1月

指標
初期値

／初期状態
目標値

／目標状態
アウトカム発現状況（実績）

①法務省との連携

■官民意見交換会で法務省と

合意できた内容

①法務省との連携

■官民意見交換会の結果として、

法務省における施策・取組の変化の有無

（制度面・予算面その他）

②官民意見交換会での意見交換を踏まえた

実践活動の内容

①連携0件

②実践活動0

件

①2020年 2件、

2021年 3件、

2022年 4件

・財源面1件、

制度面1件

②実践活動5件

（2022年つづき）

■勉強会開催について会場貸与の要請

➡【合意２】四国地方を除き、地方更生保護委員会の会議室を貸りて開催できた。

＊勉強会で、現場の法務省関係官署との交流ができることは、地域での更生支援活動の拡

充につながるという意味で重要である。

■冊子の作成にあたって、内容・配布方法等に関する支援要請

➡【合意３】各事業所の記載内容の最終的なチェックを各保護観察所で行い、

精度を高めて公開することとなった。

＊冊子については保護観察所のチェックを経ることで、より正確性が高い情報誌とするこ

とができるため、対外的な説得力を高めることにつながると思われる。

■講演会の開催に係る支援要請

➡【合意４】講演会は、シンポジストとして更生保護振興課保護調査官の参画を得るとと

もに、法務省の後援名義の使用許可も得た。

＊講演会については、法務省と円滑に連携ができたからこそ、成功裏に終えることができ

たといえる。

■財源面２件（委託費増額、会場費負担軽減）【目標値達成】

財源面については、本会の動きがすべてではないが、10年ぶりに委託費が増額された。

各地の更生保護官署の会議室を借りられるようになり、地方勉強会の会場経費が激減し

たことも大きい。

■制度面1件（情報公開） 【目標値達成】

制度面については、自立準備ホームの個々の事業者の情報を、HP、冊子などで公表する

ことが可能となった（これまでは公表されていなかった情報である）。

②実践活動 5件 【目標値達成】

以下5件の活動を実施した

・講演会・シンポジウム【2020年度、2021年度、2022年度】

・勉強会・研修会【2020年度1回、2021年度4回、2022年度8回】

・アンケート調査【2020年度自立準備ホーム調査、2021年度少年院調査(別助成金)】

・冊子の作成【2022年度自立準備ホーム施設概要(別助成金)】

・ホームページの作成【2021年度】
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社会における「自立準備ホーム」や「日本自立準備ホーム協議会」の周知が進み、支援の相談、加入の申込み、民間からの支援等が寄せられるようになる。

（普及啓発活動） 目標達成時期｜2023年1月

指標
初期値

／初期状態
目標値

／目標状態
アウトカム発現状況（実績）

①講演会の参加者数、満足度、

講演会に参加した人の変化

➁ホームページアクセス数

① 開催

なし

② 0件

①-1

講演会・シンポジウム開催 

(設立記念)アンケート調査 

・要望意見有50％ 

・期待有20％

・加入したい5件

①-2

講演会・シンポジウム開催

アンケート調査

・要望意見有50％

・期待有20％

・加入したい5件

②ホームページ運用開始

(2022年4月1日目標)

・アクセス数1万件

・加入申し込み5件

・相談件数5件

①-1 要望意見有：45%／期待有：15%／加入したい：5件 【目標値未達成】

※以下詳細

講演会開催 2022年3月21日(設立記念)アンケート調査 72名回答

・日準協への要望意見33名、期待有11名、加入したい5件

・期待感については「経験の共有」「保護観察所との連携」「困難事例の発信」

「課題周知や政策反映」などがあった

①-2 要望意見有：20%／期待有：7%／加入したい：3件 【目標値未達成】

※以下詳細

講演会開催 2023年1月29日 アンケート調査 96名回答

・日準協への要望意見20名のうち、「広報活動の推進」6人、「他機関との連携の

促進」6人、「組織体制の強化」2人、「その他」6人

・期待有7人、加入したい3人

② ・ホームページ運用開始日：2022年３月21日 【目標値達成】

・アクセス数(2023年3月30日現在) 9936件 【目標値わずかに未達成】

・加入申し込み 4件 【目標値未達成】

・相談件数27件 【目標値達成】

※アクセス数内訳：会員ページは537件、HPを通じた相談件数は27件(寄付4件、

ホーム設立5件、研修6件、引受2件、会員加入4件、就労支援連携1件、リンク

1件、取材要請2件、その他2件) 

・アクセス数は日々増加しており目標の1万件の到達目前。シンポジウム開催前の

アクセス数が突出しており関心の程度が表れている。

・掲載情報については、事業実施後速やかに更新している。今後は、会員ページ

の充実等を推進する予定。
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短期アウトカム

04
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社会における「自立準備ホーム」や「日本自立準備ホーム協議会」の周知が進み、支援の相談、加入の申込み、民間からの支援等が寄せられるようになる。

（普及啓発活動） 目標達成時期｜2023年1月

指標
初期値

／初期状態
目標値

／目標状態
アウトカム発現状況（実績）

③会員加入増加数

④賛助会員数、賛助金

③ 0件

④ 0人

③会員加入状況

2021(令和3)年度 40件 

2022(令和4)年度 40件

④賛助会員数  10人

賛助金 30万円

③ 2021(令和3)年度 41件／2022(令和4)年度 20件／合計 61件(2023年3月現在)

【年度別：目標値一部達成／合計数：目標値未達成】

・設立時は41団体であったものが、2023年3月には61団体に増加（20団体増）。

各ブロックで勉強会・研修会を開催し幹部が出向き、顔と顔を合わせた説明を

行った結果である。

・目標数は100団体としているのでまだ目標まで至っていない状況となっている。

実績を積んでいく中で受動的な会員ではなく能動的な会員を擁していくことが

肝要と考えるのでじっくり進めていきたい。

・各ブロックでの勉強会は、上記の意味で重要な場である。また、発信力が優れ

ているとは言えがたいので、今後もあらゆる機会を捉えて広報を進める必要が

ある。

④賛助会員数 12人 【目標値達成】

賛助金 22.5万円／寄付 71万円／合計 93.5万円 【目標値達成】
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事業の短期アウトカムの評価 左記のように評価した理由

☐ 短期アウトカムの目標値を上回って達成できている ◆ 県域を越えた帰住先の確保については、相談を受け、具体的に県域を越えた受

け入れにつながったのは19人にとどまっているが、相談のみをした人を加えれ

ば、20件以上になる。

◆ 全国組織「日本自立準備ホーム協議会」を2022年3月21日に設立した。

◆ 官民意見交換会を適宜開催し、事業を適正かつ円滑に実施している。

◆ 自立準備ホームの周知についてはHP運営、講演会開催、冊子作成等を実施した。

☐ 短期アウトカムの目標値が達成できている

☐ 短期アウトカムの目標値はおおむね達成できている

☐ 短期アウトカムの目標値の達成はできなかったと自己評価する

✓

４-２ 事業の効率性

【投入資金が効率的に使われたか】

実際に事業で使った金額と種類 合計   15,319,989 円

※2023年4月末 推定値

事業費： 14,858,370 円 （内訳 直接事業費： 14,763,239 円 ／ 管理的経費：95,131 円）

※上記事業費には、自己資金：2,431,892 円 を含む

評価関連経費：461,619 円

◆ 主な事業費としては、講演会開催にかかる経費、ホームページ制作費、アンケート調査関係費、コロナ禍での会議の開催に必要であったパソコン設置経費

などがあげられる。講演会に関しては、全国組織であるため立ち上げを東京で実施したこと、官民会議を法務省で行ったこと、勉強会・研修会で地方の各

ブロックに赴き直接事業者との関係構築を図ったこと等により、多くの交通費を使用しているが、泊付きについては朝食代や近隣への移動費の無駄を省く

など、節約に努めた。

◆ コロナ対応緊急支援追加助成金は、基幹となる３団体が名古屋、大阪、広島と組織が離れていることからパソコン及びZoomの導入にあてたことで、会議を

毎月開催することができ、コロナ禍での接触禁止期間においても十分に成果を出した。現在も、毎月の会議、勉強会への参加などにこれらを活用している。

◆ こうした取り組みを振り返り、インプットに対して、事業成果・質ともに妥当であったと判断する。

（２） アウトカム達成度についての評価

事業実施のためのインプットに対して成果の規模や質は妥当であったか
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特に社会課題解決に貢献したアウトカム

【アウトカム】 02 全国の「自立準備ホーム」を繋ぐネットワークが構築され、それぞれの団体の特色を知り互いに相談できる関係（顔の見える関係）

が構築される。（ネットワーク構築）

30

４-３ 成功要因・課題 事業成果のうち、特に社会課題解決に貢献したアウトカムと、達成が困難であったアウトカムについて、その要因や課題の考察。

【成功要因】

• 法務省の全面的な支援の獲得

全国組織設立記念シンポジウムの開催に当たっては、基調講演を林検事総長、

祝辞を法務大臣、メッセージを村木前厚生労働省事務次官に行っていただく

とともに、法務省から後援名義の使用が承認されるなど、法務省として全面

的な支援が行われた。その結果、成功裏に設立記念講演会・シンポジウムが

終えられた。

• 計画の見直しを行い、始動期間を確保したこと

当初、3年間で全国組織を立ち上げる予定で事業計画が組まれていたが、1年

目が準備、2年目には全国組織立ち上げ、3年目は体制始動となるよう計画の

見直しを行った。スケジュール的には厳しかったが、3年目の始動期間が確保

されたことは、振り返ってみればよかったと感じている。

• 複数事業者で協議会を一緒に作り上げていく認識で進めたこと

当初の事業計画では、全国組織の立ち上げが2022(令和4)年度中というスケ

ジュールで進めていたことから、会員になっていただく方々への説明、情報

提供が十分行き届かず、会員加入者が想定していた数の半数でスタートする

こととなった。最終年次は、会員確保のための事業を積極的に展開し、41事

業所から61事業所に増加したものの、今後とも引き続き「複数の事業者で協

議会を一緒に作り上げていく」という認識の下、会員確保に向けて積極的な

事業展開を行う。

• ホームページの運用を開始し、新鮮な情報提供を行っていること

こうした中で、全国組織として情報交換をする環境を作りたいとの思いで、

急遽ホームページの作成をすることとした。現在までに運用を開始し、相談

窓口、新着情報、会員情報などを発信している。今後、ますますこの機能を

高めるとともに、新鮮な情報の提供を行うことが重要と考えている。

【社会的な意義】

• 当初の全再協3団体のネットワークが、全国組織化されることで、対象者が

生き直しをする場所としての自立準備ホームの存在意義が拡大し、実際に

対象者がどこでも安心して迅速に帰住先を決められるような環境が整った。

• 現在の更生保護関連の全国組織である日本更生保護施設連盟など更生保護6

団体は、官からの要請で立ち上げられたものだが、日本自立準備ホーム協

議会は、民の動きから設立されたものとなっている。

【今後の課題】

1. 全国組織の立ち上げ自体は大きな成果であるが、一方で、全国組織で何を

するのかということが大切であり、道半ばの面もあることから、今後は

「魂」すなわち活動の実質を、しっかりと詰めていく必要がある。

2. 会員は、41事業所からスタートし、現在(2023年3月現在)61事業所になっ

ているが、全体の事業所（全国で約450事業所）からみれば少ないと言わ

ざるを得ない。今後は、着実に会員を増加させ、自立準備ホーム事業者の

総意としての活動になるよう、体制の強化を図る。そのためには、勉強

会・研修会を重要な事業として位置づけて、これを今後も積極的に開催す

ることで、各自立準備ホーム間の交流の活発化を図っていきたい。

3. 組織体制としては、自立準備ホーム事業者を中心に、学識経験者の参画を

得ながら進めることはもとより、地域ブロックからの理事の選任など、地

域の実情を踏まえた体制づくりも早急な検討が必要と考えている。
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特に達成が困難であったアウトカム

【アウトカム】 01 矯正施設出所後の行き場がない罪を犯した青少年が、自立準備ホームの全国ネットワークを活用して、県域を越えた帰住先を確保する。

（住まいの選択肢の拡充）
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【課題】

• 県域を越えた帰住先の確保に関しては、保護観察を受けていない少年の場

合、自立準備ホーム間の連携で帰住先の調整が可能である。しかし、仮退

院・仮釈放等保護観察が付く場合は、保護観察所等の法務省官署との協議

が整わないなかで、自立準備ホーム事業者間による帰住調整はできない制

度となっている。

• 現実的には、県外でやり直したい少年というのは、家庭（生育歴）や地域

などの環境だけでなく、資質的にも難しい課題を抱えている人が多い。そ

のため、調整して、県外で受け入れ場所を作ったとしても、結局そこにも

定着できないで地元に帰ってしまっている少年も多い。最初の動機付けの

段階で、なぜ県外に行った方がいいのか等について、本人とある程度認識

を共有することが、重要であると思われる。

• 対象者のニーズに応じた選択肢が提供できればよかったが、各地域の自立

準備ホームに関する詳細な情報は公開されていないため、限られた情報の

中から選択せざるを得ない状況になる場合もあった。会員情報の共有化が、

早急に必要と認識した。

• このため、2022(令和4) 年度、他助成により、日本自立準備ホーム協議会に

加盟している自立準備ホームの情報をまとめた冊子を作成することとし、

特に、女性や青少年の帰住先の確保が困難になっている現状を踏まえ、女

性や青少年の引き受けを表明している事業所に特化した冊子を作成するこ

ととした。作成に当たっては、日準協の幹部等が、自立準備ホームを直接

訪ねて、運営等の様態について確認を行うとともに、掲載事業所と意見交

換をしている。今後は、この冊子の情報も参考にしながら、支援対象者の

ニーズにより近い施設の紹介等が、これまでより円滑に可能になるものと

考えている。

• 保護観察所による委託期間は、各地域によって異なるが、6ヶ月が基本と

考えられている。ただ、出身地A地点から離れたB地点に来たからといって、

B地点にずっと居住することが支援の目標ではないので、B地点から離れた

場合でも、その後も継続して支援ができることが望ましい。

• 支援対象者は、当初は、ネガティブに「地元に帰れないから」という理由

で県外に帰住する場合も多いが、支援者が困りごとの相談にのったり、日

用品を提供したり、ラインや電話で連絡をとったりすることで、支援者と

の距離が縮まり、一番良かったことに「支援者につながったこと」を挙げ

るまでに至るケースもある。何かあったときに相談できる環境が維持され

ることが彼らの自立には不可欠であり、支援者はそのための一助となるよ

うな支援を模索することが肝要である。
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５ .  考察
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◼ ３年間の事業の動き ポイント振り返り

• 「自立準備ホームの全国組織を立ち上げ、少年たちの居場所、帰住先を増やし

たい」との思いについて、準備会では意識統一できたものの、実際に、全国の

自立準備ホームの現状や課題認識などは、必ずしも明確にはなっていなかった。

• このため、全国の自立準備ホームの実態調査を実施することになり、法務省と

の協議はもとより学識経験者として熊本大学の岡田教授の指導を得て、アン

ケート調査の企画・実施の具体化を図った。

• 回収率は6割弱と想定したよりも低かったが、回収時における貴重なデータと

なり、全国組織に対して各自立準備ホーム事業者が望んでいること、全国組織

として実現しなければならないこと等が明確になり、全国組織の設立に向け、

法務省との協議を継続する重要性を再認識することとなった。

• その際、全国の協議会としての情報共有ツールとしてホームページの開設が必

須となると考え、法務省との協議をふまえて、その整備に着手した。

• 全国組織設立後は、研修・情報交換の場が必要とのニーズを踏まえ、全国8ブ

ロックで「勉強会・研修会」を開催することとし、初年度は3か所、次年度は8

か所で実施した。「勉強会・研修会」では随時、参加者の意見や日準協に対す

る感想等をアンケートで収集し、次回の会の運営がさらに充実するよう、配慮

している。

• これらのアンケート調査結果は、幹部会議で共有するとともに、理事会にも報

告し、執行部全員で課題や見直し点など共有し、事業のさらなる推進に向け活

用している。

• 官民意見交換会は、当初は3団体で3人ずつ出席したうえで自由な意見交換を中

心に行っていたが、2年目、3年目からは全体として名古屋、大阪、広島の3人

が参加し、具体的な課題に対しての意見交換の場と位置づけたうえで、課題解

決に重きを置くようになった。個別の課題はもとより、社会課題に対しても今

後意見交換ができればと考えている。

• 支援を受ける少年や保護者にも、支援の適格性などについてアンケートを行い、

支援の在り方についても検討している。

• 講演会においても、アンケート調査を毎回必ず実施し、全国組織としての要望、

今後の課題などについても尋ね、一般市民、事業者、専門家などの意見を受け

止める大切な場として位置づけている。

◼ 事業全体を振り返っての考察

• 事業全体として、自立準備ホームの全国組織（一般社団法人日本自立準備ホー

ム協議会）の立ち上げにむけ、1年目、2年目は、数少ないスタッフではあった

が、その思いの強さによって活動ができ、準備を整えることができた。こうし

た活動が、さらに多くの支援者によって支えられ、設立という目標が達成でき

た。

• 設立後は、着実に課題をとらえて、幹部会議、理事会によって活動の内容・方

法面の精度を高めながら、一つ一つの事業が展開できた。メンバーの誰が欠け

ても十分に進めることはできなかったと思われるが、2022(令和4)年3月に、組

織の中核であった事務局長が急逝したことは組織としては大きな痛手となった。

しかし、スタッフ一同、更に結束を強め、危機感を持って事業を進められたこ

とは良かったと考える。

• 設立したばかりの組織であることから課題は山積しているが、一つ一つ、基本

理念に立ち返り、日本自立準備ホーム協議会のミッションを遂行していきたい

と思っている。今後とも幅広い支援者を得ながら、これまで蓄積したノウハウ

を生かして着実に前進していく決意である。

• 事業の継続にあたっては、本助成金とは別に、他団体の助成金を申請中であり、

特に勉強会の開催については基盤事業として実施していく予定。助成金の交付

決定結果は、3月に公開予定である。助成金が獲得できなくても、賛助金、寄

付金などの確保を検討したうえで、情報機器の活用により交通費を節約した諸

会議を開催するなど、工夫していく。またホームページを有効に活用し、さら

なる普及啓発に努めていく。

• 全国再非行防止ネットワーク協議会の3団体では、全国の自立準備ホーム事業

者との連携は実現できなかったが、日本自立準備ホーム協議会を立ち上げる中

で、新たに参画していただいた専門家の方々の知見と事業者のエネルギーが融

合し、現在の形まで押し上げられたと理解している。
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◼ 波及効果（想定外、波及的・副次的効果）

• 日本自立準備ホーム協議会のHP作ったところ、これまでコンタクトのなかった

人から、直接、相談・コンタクトがなされるようになった（保護者など）。

• 勉強会・研修会の開催については、当初、独自に8ブロックで行う予定で進めて

いたが、法務省から各地方更生保護委員会・保護観察所に対して、協力支援の

依頼をしていただき、また、常務理事の積極的な活動により、保護局との関係

性が深まり、8ブロックのうち、四国地方を除き全ての勉強会・研修会を、地方

更生保護委員会の会議室を無償で借りで実施することとなった。当初予想した

以上に、法務省関係官署との連携が進んだといえる。

• 自立準備ホームのアンケート調査時点では、411団体にアンケートを送って

「加入したい」との回答は100団体以上あったが、実際には40団体しか加入し

なかったのが想定外であった。勉強会・研修会を通じて、日準協の活動、今後

の方向性などについて話題を提供する中で加入してもらえるようになり、現在

61団体が加入している。今振り返ると、当初「加入したい」と申し出のあった

団体にもう少しきめ細かくアクセスし、フォローすべきだった。

• 別の助成金で、刑務所等で配布することを目的として、日本自立準備ホーム協

議会会員である自立準備ホームの紹介冊子を作成している。幹部及び広報委員

会メンバーが現地に出かけ、自立準備ホームの実態把握ができている。事業者

との意思疎通もすすみ、帰住先の調整時において有効に活用できる冊子になる

と、期待している。

◼ 提言

全国組織では、以下の３つのミッションを掲げている。

＜日本自立準備ホーム協議会の３つのミッション＞

● 自立準備ホームの相互連携と関係機関との連携強化

● 自立準備ホームの質の向上

● 出所等をする人の住まいの選択肢を増やす

これらを達成するための事業展開として、全国8ブロックで開催する勉強会・研

修会を基本事業に据えながら、現場の自立準備ホームの現状、課題等の情報収集

を行うとともに、さらに情報交換を重ねていく。また、自立準備ホームを社会に

周知するために、講演会の開催、冊子の作成、ホームページの運営などの形で、

普及啓発に努める。

• 加盟施設を増やしていくこと 今後について

勉強会や普及啓発活動と連動して、加盟団体の増加も必要となる。目標は、各

都道府県に2か所以上のホームに加盟してもらい、県域を越えた受け入れ態勢を確

保することである。そのために、具体的に以下の活動を行う。

① 幹部が各ブロックに出向き、勉強会・研修会を開催する中で、会員以外の自立

準備ホーム事業者への参加を促し、十分な説明を行う

② 県域に会員事業者がいない場合には、幹部が現地を個別訪問するなどして事業

者とのコミュニケーションを積極的に図る

③ ホームページで随時情報提供を行い、日本自立準備ホーム協議会の活動状況を

発信する

④ 講演会・シンポジウムを開催し、オンライン配信を行うなどして参加しやすい

環境を整え、全国の関係者に対して発信し、支援者の拡大を図る

今後は、自立準備ホームの概要をまとめた冊子を作成し、矯正施設、保護観察

所など関係機関に配布するこを予定している。その冊子の存在を認識した帰住予

定者が、自立準備ホームの支援を受け、自立する実績を積み重ねることで、近い

将来に、全国の自立準備ホームが、矯正施設出所者にとっての有力な選択肢とな

るようにしていきたい。

自立準備ホームの特性である、個室での生活、個別的な処遇、多様な事業主体

などの優位性を生かして、少年、女性、障害者を含む、きめ細やかな支援を必要

とする帰住者に寄り添いながら、自立に向けた支援を行っていきたい。

◼ 知見・教訓

• 会員数を増加させてネットワーク化をさらに進めるとともに、新たな会員獲得

に向けた事業展開を強力に進める必要がある。自立準備ホームの環境整備が進

めば、自立準備ホームで生活する対象者の生活の質も向上するはずであり、こ

の両輪がバランスよく展開できるよう事業展開を行うことが重要と考える。
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６ .  結論

６-１ 事業実施のプロセスおよび事業成果の達成度の自己評価

多くの改善の

余地がある

想定した水準までに

少し改善点がある

想定した水準にあるが

一部改善点がある
想定した水準にある

想定した

水準以上にある

1.   課題やニーズの適切性 〇

2.   課題やニーズに対する

事業設計の整合性
〇

3.    事業実施のプロセス 〇

4.    事業成果の達成度 〇

上記のなかで重要と思われる点や特筆すべき点を根拠として、事業の妥当性についての考えを自由記載してください。

• 課題やニーズについては、適宜調査などを実施し、事業関係者が共有し、月1回の常任理事会で協議検討をして、事業設計などを微修正しながら進めてきた。

• 事業実施のプロセスについては、月1回の常任理事会で進捗状況の報告や今後の進め方などについて協議検討し、理事会にかけて進行管理を行っている。併せて、

全国で初めての動きとなることから、指導官署である法務省との協議は欠かさず実施した。

• 事業成果のうち、県域を越えた少年たちの帰住調整については様々な課題があり目標に達していないが、内容的にはおおむね満足している。現在の状況を、再犯

に至らず仕事をしているなど、更生に向けて進んでいる段階ととらえれば、それ自体が、事業の効果であるとみなしうる。

• ただし、加入会員数については目標には達しているものの、全国組織と呼ばれるためには会員100事業所を確保する必要があり、今後も努力は怠ってはいけない

と考えている。ホームページなどを有効に活用し、さらにネットワークを拡大していきたい。

６- 2 事業実施の妥当性

34
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７ .  資料

35

No. 内容 ページ数

1 事前評価時の短期アウトカム／最新の短期アウトカム p.36

2 アウトカム01-④｜支援についてのアンケート・少年用 ＜様式＞ p.37

3 同上   ＜結果＞ p.38〜41

4 アウトカム01-④｜支援についてのアンケート・保護者用 ＜様式＞ p.42

5 同上   ＜結果＞ p.43〜46

6 アウトカム02-②｜自立準備ホームに関するアンケート（2020）＜結果＞ p.47〜56

7 アウトカム02-②｜各ブロック勉強会参加者へのアンケート（2022〜2023） ＜様式＞ p.57

8 同上     ＜結果＞ p.58〜64

9 アウトカム04-①-1｜日本自立準備ホーム協議会 設立シンポジウム参加者アンケート（2022）＜様式＞ p.65

10 同上        ＜結果＞ p.66〜71

11 アウトカム04-①-2｜講演会・シンポジウム参加者アンケート（2023） ＜様式＞ p.72

12 同上        ＜結果＞ p.73〜80
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事前評価時の短期アウトカム（事業計画書より抜粋）

36

（2）短期アウトカム 指標 初期値/初期状態 目標値／目標状態 目標達成時期

１．矯正施設出所後の行き場がない罪を犯した青
少年が、自立準備ホームの全国ネットワークを活
用して、県域を越えた帰住先を確保する。（住まい
の選択肢の拡充）

➀少年院又は刑務所入所者の受け入れを行った自立準備ホームの数
②全国組織化を通じて圏域を超えて受け入れができたケースの数
③加盟団体で受け入れ希望する県域で社会生活がスタートした数
④②また③で受け入れ判断及び社会内での支援を行ったケースの生活
改善状況及び心理変化

①3団体
②３人
③３人
➃把握していない

①５団体
②'2020年6人/2021年11人/2022年20件
➂2020年5人/2021年10人/2022年18人
➃支援により「安心できる居場所を得られた」と感じている

2023年1月

２．全国の「自立準備ホーム」を繋ぐネットワークが
構築され、それぞれの団体の特色を知り互いに相
談できる関係（顔の見える関係）が構築される（ネッ
トワーク構築）

①日本自立準備ホーム協議会加入団体数
②勉強会・研修会における事業者との直接的意見交換の推進
③日本自立準備ホーム協議会を通じて、帰住先調整時に連携する件数
④ホームページでの意見聴取件数

①3団体
②０団体
③0件

①2020年3団体
2021年２０団体
2022年３０団体

②20団体
③協議会を通じて他の居場所を探し定着した事例等/5件
④５件

2023年1月

３．「自立準備ホーム」が抱える様々な課題や運営
状況等について、法務省の理解が得られるように
なる。（関係機関との連携）

①法務省との連携
・官民意見交換会で法務省と合意できた内容
・官民意見交換会の結果として、法務省における施策・取組の変化の有
無（制度面・予算面その他）
②官民意見交換会での意見交換を踏まえた実践活動の内容

①連携0件
②実践活動0件

①－
１
・2020年2件，2021年3件，2022年4件
・財源1件，制度面1件
②実践活動5件

2023年1月

４．社会における「自立準備ホーム」や「日本自立
準備ホーム協議会」の周知が進み、支援の相談、
加入の申込み、民間からの支援等が寄せられるよ
うになる（普及啓発活動）

①講演会の参加者数，満足度，講演会に参加した人の変化
➁ホームページアクセス数
③会員加入増加数
④賛助会員数，賛助金

①０件
②0件
③0件
④0件

①－１ 講演会開催４．３．２１(設立記念)アンケート調査 ●要望
意見有50％ ●期待有20％●加入したい5件
①－１ 講演会開催予定５．１．２９アンケート調査 ●要望意見有
50％ ●期待有20％ ●加入したい5件
②ホームページ運用開始(４．４．１)・アクセス数 1万件 ・加入
申し込み5件，相談件数5件
③会員加入状況 令和3年度40件 令和4年度40件
④賛助会員数  10件 賛助金 30万円

2023年1月

（2）短期アウトカム 指標 初期値/初期状態 目標値／目標状態 目標達成時期

１．行き場がない罪を犯した青少年が、県域を越え、
地域の脅威や共犯との関係を断ち切る環境と支援
者とにつながる状態になることで、安心して立ち直
りの道を歩むことができ、再犯をすることなく社会
的自立へと向かい、自分の夢を実現できるようにな
る。

①身元引受した青少年のうち、再犯・再非行に至らず、次の住まいが見
つかりステップアップできた者の数
②身元引受した青少年のうち、「安心できる居場所を得られた」と感じた者
の数
③身元引受した青少年のうち再犯せず次の住まいステップアップできた
成功事例

①3人
②３人
③3件

①2020年6人/2021年11人/2022年20件
②2020年5人/2021年10人/2022年18人
③2020年5件/2021年10件/2022年18件

2023年1月

２．行き場がない罪を犯した青少年を受け入れてい
る団体「自立準備ホーム等」のネットワークができ
ることにより、事例研究や特色ある支援方法等相
互に学ぶことで各施設の支援の質の向上が図られ、
また、それぞれの団体の特色や顔の見える関係が
構築されることで、より支援対象者のニーズに合っ
た居場所の提供（再提供）が可能となり、支援対象
者の立ち直りのための居場所の選択肢が広がる。

①少年院出院延期や県域を超えて立ち直りたい青少年を受け入れた団
体数。
②自立準備ホーム連絡協議会（仮称）登録団体数
③自立準備ホーム連絡協議会を通じて、実際にケースの相互相談・連携
をした事例

①3団体
②０団体
③0件

①2020年3団体
2021年２０団体
2022年３０団体

②２０団体
③支援を受けたが不適応だったために協議会を通じて他の居場
所を探し定着した事例等/5件

2023年1月

３．行き場のない青少年の自立を支援する自立準
備ホーム等）」が、定期的に意見交換を行える状態
になることにより、「官」と「民」が率直な意見交換が
でき、制度の穴を埋め社会の受け皿として機能し、
今まで支援が届かなかった対象者に必要な支援を
届ける事ができる状態になる。

①意見交換会を通じての具体的な成果（改善が図られた事項や合意に
至った事項）

①0件 ①2020年度2件
2021年度2件
2020年度2件

2023年1月

最新の短期アウトカム（事業計画書より抜粋）
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アウトカム01-④｜支援についてのアンケート・少年用 ＜様式＞
（県域を越えた受け入れ支援を行ったケースの生活改善状況及び心理変化）

実施方法：Googleフォームでアンケートを作成し、連絡がとれる少年にLINEでリンクを送付。うまく回答できなかった人には口頭で補足説明を行なった。

支援に対するアンケート調査【少年用】

●アンケートへの回答は自由です。（ご協力いただける方だけ、ご回答ください）

●誰が答えたかはわかりませんので、安心して正直な気持ちを書いて下さい。

●選択・記載したら、最後に末尾の「送信」ボタンを押してください。

*必須

1.     県外で生き直しをすると決めた時の「正直な」気持ちで「一番強かったもの」を１つ選んでください。
*

① 地元に戻れないので仕方ない

② 仮釈放（仮退院）がもらえるならどこでもいい

③ 本当は県外に行きたくない（地元に戻りたい）

④ 地元をはなれたい

⑤ 昔の仲間と絶対会いたくない

⑥ 新しい場所でがんばりたい

⑦ 早く自立したい

その他:

2.     支援が決まった（引受先が決まった）時、どのように感じましたか。一番強かった気持ちを１つ選んでください。
① 引き受けてもらえてうれしかった

➁ 支援者につながってほっとした

③ 新しい場所でがんばろうと思った

④ 新しい場所に不安を感じた

⑤ 地元を離れるのがさびしかった

⑥ 県外に行くことが不満だった

【自立準備ホーム等社会での生活について】

支援を

受けた

◎特に

良かったこと

(３つ)

部屋の提供

食事の提供

生活に必要な物の提供

仕事探しの相談・紹介

お金(貸りる,もらう)

悩みや困りごとの相談

手紙,LINE,電話での連絡

親とのやりとり

保護観察所とやりとり

住民票などの手続き同行

専門家紹介

4.　支援を受けている時、あなたが特に強く感じていた気持ちを、「最大３つまで」選んでください。

①支援者とつながってよかった

② 地元を離れて頑張っている人を知って良かった

③ ここで自立に向け頑張ろう

④ 新しい場所になかなかなじめない

⑤ 地元の友達と会えないことがさびしかった

⑥ 毎日支援者と話すのが面倒だ

⑦ 地元に戻りたい

その他:

●このアンケートは、全国再非行防止ネットワーク協議会（再非行防止サポート愛知・チェンジングライフ・食べて語ろう会）から、

　県域を越えた支援を受けたみなさまを対象に、支援に対する感想等をお聞きすることで、今後の支援のよりよい方法を探ることを

　目的としています。

3.    施設内または県外での生活で、引き受け団体から受けた支援を「すべて」チェックしてください(左側)。

　　　また、その中であなたが特に良かったことを「最大３つまで」チェックしてください(右側)。

とても そうだ すこし そうだ
あまり そうで

はない

まったく そう

ではない

犯罪をしなくなった

仕事(学校)が続くようになった

朝起きて夜寝るようになった

１日３回ご飯を食べるようになった

何でも相談できる人ができた

新しい土地を好きになった

自信がついた

犯罪と関係ない知人･友人を得た

自信を失った

ひとりぼっちだと感じた

特に変わらなかった

5-2（その他）

上記(問８)の選択肢以外で変わったことがあれば、ご記入ください。

6.     県外で生き直しをしたことは、あなたにとってどうでしたか？10段階で教えて下さい。

←まったく良くなかった

7.     県外で生活したこと、受けた支援について、思ったことを自由に書いてください。

【あなた自身のことについて】

8.　あなたの年齢について、１つ選んでください。

10代

20〜24歳

25〜30歳

30〜34歳

35〜40歳

9.　あなたは今も県外にいますか？それとも、地元に戻っていますか？

県外にいる（支援を受けた地域）

地元に戻っている

地元でも支援を受けた地域でもない場所にいる

10.　現在、相談できる人はいますか？

いる

いない

アンケートはこれで終わります。ご協力ありがとうございました！

とても良かった→

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

5-1.　県外で生き直す支援を受けた結果、あなた自身、何か変わったことがありましたか。

　　　 それぞれ、一番ちかいものを選んで下さい。
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1. 県外で生き直しをすると決めた時の「正直な」気持ちで「一番強かったもの」を１つ選んでください。

アウトカム01-④｜支援についてのアンケート・少年用 ＜結果＞
（県域を越えた受け入れ支援を行ったケースの生活改善状況及び心理変化）

調査対象者：事業の対象となった少年で全再協が支援した7人のうち、社会内で生活しており連絡がとれる4人にLINE・面接で実施し、4人が回答（回収率100%）

2. 支援が決まった（引受先が決まった）時、どのように感じましたか。一番強かった気持ちを１つ選んでください。
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3. 施設内または県外での生活で、引き受け団体から
受けた支援の中であなたが特に良かったことを
「最大３つまで」チェックしてください。

1人目 2人目 3人目 4人目 合計

部屋の提供 1 1 0 0 2

食事の提供 0 0 0 0 0

生活に必要な物の提供 1 1 1 1 4

仕事探しの相談・紹介 0 0 0 0 0

お金（貸りる、もらう） 0 0 0 0 0

悩みや困りごとの相談 1 1 1 1 4

手紙、LINE、電話での連絡 0 0 1 0 1

親とのやりとり 0 0 0 0 0

保護観察所とやりとり 0 0 0 0 0

住民票などの手続き同行 0 0 0 0 0

専門家紹介 0 0 0 0 0

アウトカム01-④｜支援についてのアンケート・少年用 ＜結果＞
（県域を越えた受け入れ支援を行ったケースの生活改善状況及び心理変化）

調査対象者：事業の対象となった少年で全再協が支援した7人のうち、社会内で生活しており連絡がとれる4人にLINE・面接で実施し、4人が回答（回収率100%）

※設問変更についての補足
当初の設問は「3. 施設内または県外での生活で、引き受け団体から受けた支援を
「すべて」チェックしてください。また、その中であなたが特に良かったことを「最
大３つまで」チェックしてください。」としていたが、フォームの設定にミスがあっ
たため、設問前半の“受けた支援を「すべて」チェックしてください”は集計不可能
だったことから、集計ができた後半部のみの設問に変更した。

4. 支援を受けている時、あなたが特に強く感じていた気持ちを、「最大３つまで」選んでください。

1人目 2人目 3人目 4人目 合計

①支援者とつながってよかった 1 0 1 1 3

② 地元を離れて頑張っている人を知って良かった 1 0 0 1 2

③ ここで自立に向け頑張ろう 1 0 0 1 2

④ 新しい場所になかなかなじめない 0 0 0 0 0

⑤ 地元の友達と会えないことがさびしかった 0 1 0 0 1

⑥ 毎日支援者と話すのが面倒だ 0 0 0 0 0

⑦ 地元に戻りたい 0 0 0 0 0

その他: 0 0 安心した！ 0 1
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アウトカム01-④｜支援についてのアンケート・少年用 ＜結果＞
（県域を越えた受け入れ支援を行ったケースの生活改善状況及び心理変化）

調査対象者：事業の対象となった少年で全再協が支援した7人のうち、社会内で生活しており連絡がとれる4人にLINE・面接で実施し、4人が回答（回収率100%）

5-1. 県外で生き直す支援を受けた結果、あなた自身、何か変わったことがありましたか。
それぞれ、一番ちかいものを選んで下さい。

3

2

2

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

1

1

2

2

1

2

1

1

1

1

1

2

1

3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

犯罪をしなくなった

仕事(学校)が続くようになった

朝起きて夜寝るようになった

１日３回ご飯を食べるようになった

何でも相談できる人ができた

新しい土地を好きになった

自信がついた

犯罪と関係ない知人･友人を得た

自信を失った

ひとりぼっちだと感じた

特に変わらなかった

とても そうだ すこしそうだ あまりそうではない まったくそうではない
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アウトカム01-④｜支援についてのアンケート・少年用 ＜結果＞
（県域を越えた受け入れ支援を行ったケースの生活改善状況及び心理変化）

調査対象者：事業の対象となった少年で全再協が支援した7人のうち、社会内で生活しており連絡がとれる4人にLINE・面接で実施し、4人が回答（回収率100%）

6. 県外で生き直しをしたことは、あなたにとってどうでしたか？10段階で教えて下さい。

7. 県外で生活したこと、受けた支援について、思ったことを自由に書いてください。

・自分にも居場所があると感じました。
・県外ではないが地元に近かった

8. 回答者の年齢

段階 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

回答 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 ※1人未回答

9. 現在の居場所

10. 現在、相談できる人はいるか
いる いない

100% 0%
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アウトカム01-④｜支援についてのアンケート・保護者用 ＜様式＞
（県域を越えた受け入れ支援を行ったケースの生活改善状況及び心理変化）

実施方法：Googleフォームでアンケートを作成し、保護者にLINEまたはメールでリンクを送付。

支援に対するアンケート調査【保護者用】

●アンケートへの回答は自由です。（ご協力いただける方だけ、ご回答ください）

●匿名なので、個人を特定されることはありません。

●選択・記載したら、最後に末尾の「送信」ボタンを押してください。

1.  あなたが支援者とつながったきっかけは何ですか。あてはまるものを1つ選んでください。

① 以前から個人的に知っていた

② 知人から紹介された

③ インターネットで探した

④ マスコミなどで知った

⑤ 矯正施設から紹介された

⑥ 弁護士から紹介された

その他:

① 子供を引き受けてほしかった（引き受け先を紹介してほしかった）

② 子供の問題を一緒に考えてほしかった

③ 子供の現在の状況が知りたかった

④ 子供との関係がうまくいかなかったので、アドバイスをもらいたかった

⑤ 自分の悩みを聞いてもらいたかった

⑥ 子供が地元外に帰住することに対する不安を話したかった

その他:

3.  支援者とつながった時、どのように感じましたか。一番強いものを１つ選んでください。

① 支援者とつながることができてよかった

② 引き受けてもらえてほっとした

③ 新しい場所でがんばってもらいたいと思った

④ 子どもが新しい場所に行くことに不安を感じた

その他:

支援を
受けた

◎特に
良かった

（上位１つ）

子供に関する継続的な相談

自分（保護者）の悩みの継続的な相談

矯正施設への面接同行

保護観察所や地方更生保護委員会への橋渡し
出所（出院）後の引き受け先の相談

（その他）

上記以外で受けた支援や、良かったことがありましたらご記入ください。

●このアンケートは、全国再非行防止ネットワーク協議会（再非行防止サポート愛知・チェンジングライフ・
食べて語ろう会）から、県域を越えた支援を受けたみなさまを対象に、支援に対する感想等をお聞きするこ
とで、今後の支援のよりよい方法を探ることを目的としています。

2.　あなたが支援者に相談したいと思ったことはなんですか。特に強く思ったことを
　　「最大３つまで」選んでください。

4.　支援者からどのような支援を受けましたか。あてはまるものをいくつでも選んでください。
　　また、受けた支援の中で特に良かったこと「上位１つ」を◎の欄にチェックしてください

とても
あてはまる

すこし
あてはまる

あまり
あてはまら

ない

まったく
あてはまら

ない

相談できたことで気が楽になった

自分のことを考える余裕ができた

子供との関係を見直すことできた

子供ともう一度向き合おうと思えた

家族関係が良くなったと思う

孤独ではないと感じた

孤独を感じた

自信を失った

特に変わったことはなかった

（その他）

上記以外で、何か変わったことがありましたらご記入ください。

6.     今回の支援を受けたことは、あなたにとってどうでしたか？10段階で教えて下さい。

←まったく良くなかった とても良かった→

【あなた自身のことについて】

7.　あなたの年齢について、あてはまるものを１つ選んでください。

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

8.　支援者とつながったのはいつ頃か、選んでください。

1ヶ月前

数ヶ月〜半年前

半年前〜１年前

１年以上前

アンケートはこれで終わります。ご協力ありがとうございました！

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

5.　支援者から支援を受けた結果、何か変わりましたか。
　　それぞれ４段階で、あてはまるものを選んで下さい。
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アウトカム01-④｜支援についてのアンケート・保護者用 ＜結果＞
（県域を越えた受け入れ支援を行ったケースの生活改善状況及び心理変化）

調査対象者：事業の対象となった少年で全再協が支援した7人のうち、刑事施設入所中のため回答できない3人については、本人の代わりに保護者にアンケートを実施し、3人が回答（回収率100%）

1. あなたが支援者とつながったきっかけは何ですか。あてはまるものを1つ選んでください。

1人目 2人目 3人目 合計

① 子供を引き受けてほしかった（引き受け先を紹介してほしかった） 0 0 0 0

② 子供の問題を一緒に考えてほしかった 1 0 1 2

③ 子供の現在の状況が知りたかった 0 1 1 2

④ 子供との関係がうまくいかなかったので、アドバイスをもらいたかった 1 0 0 1

⑤ 自分の悩みを聞いてもらいたかった 0 0 1 1

⑥ 子供が地元外に帰住することに対する不安を話したかった 0 0 0 0

その他: 1 1 0 2

親以外の大人で、子供が話ができる環境を作りたかった

今後何かあったとき、アドバイスしていただけると（息子にも保護者にも）思ったから

2. あなたが支援者に相談したいと思ったことはなんですか。
特に強く思ったことを「最大３つまで」選んでください。
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3. 支援者とつながった時、どのように感じましたか。
 一番強いものを１つ選んでください。

アウトカム01-④｜支援についてのアンケート・保護者用 ＜結果＞
（県域を越えた受け入れ支援を行ったケースの生活改善状況及び心理変化）

調査対象者：事業の対象となった少年で全再協が支援した7人のうち、刑事施設入所中のため回答できない3人については、本人の代わりに保護者にアンケートを実施し、3人が回答（回収率100%）

① 支援者とつながることができてよかった 3

② 引き受けてもらえてほっとした 0

③ 新しい場所でがんばってもらいたいと思った 0

④ 子どもが新しい場所に行くことに不安を感じた 0

その他: 0

4. 支援者からどのような支援を受けましたか。あてはまるものをいくつでも選んでください。
また、受けた支援の中で特に良かったこと「上位１つ」を◎の欄にチェックしてください

（その他）上記以外で受けた支援や、良かったことがありましたらご記入ください。

・子供が親には話せないことを聞いていただけたこと
・困った時の相談先が出来たこと
・本人の健康状態をケアしていただいたこと、思い通りにいかず前の知り合いに連絡したいと言い出した際に、
思いとどまらせてくださった事です。
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アウトカム01-④｜支援についてのアンケート・保護者用 ＜結果＞
（県域を越えた受け入れ支援を行ったケースの生活改善状況及び心理変化）

調査対象者：事業の対象となった少年で全再協が支援した7人のうち、刑事施設入所中のため回答できない3人については、本人の代わりに保護者にアンケートを実施し、3人が回答（回収率100%）

5. 支援者から支援を受けた結果、何か変わりましたか。
それぞれ４段階で、あてはまるものを選んで下さい。

とても 
あてはまる

すこし
あてはまる

あまり 
あてはまら

ない

まったく 
あてはまら

ない

相談できたことで気が楽になった 3 0 0 0

自分のことを考える余裕ができた 2 1 0 0

子供との関係を見直すことできた 2 1 0 0

子供ともう一度向き合おうと思えた 3 0 0 0

家族関係が良くなったと思う 2 1 0 0

孤独ではないと感じた 3 0 0 0

孤独を感じた 0 0 1 1 ※未回答１人

自信を失った 0 0 0 2 ※未回答１人

特に変わったことはなかった 0 0 0 2 ※未回答１人

（その他）上記以外で受けた支援や、良かったことがありましたらご記入ください。

・今後、地元に帰ってくる予定ではありますが、再び何かあった時の相談、
その時の息子の身の置き方のアドバイスがいただけそうなので 不安は大分解消されました。

6. 今回の支援を受けたことは、あなたにとってどうでしたか？10段階で教えて下さい。

段階 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

回答 0 0 0 0 ０ ０ 0 0 ０ ３



Copyright 2023 全国再非行防止ネットワーク協議会 ※本資料の内容を当団体に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。 46

アウトカム01-④｜支援についてのアンケート・保護者用 ＜結果＞
（県域を越えた受け入れ支援を行ったケースの生活改善状況及び心理変化）

調査対象者：事業の対象となった少年で全再協が支援した7人のうち、刑事施設入所中のため回答できない3人については、本人の代わりに保護者にアンケートを実施し、3人が回答（回収率100%）

7. 回答者の年齢 8. 支援者とつながったのはいつ頃か
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アウトカム02-②｜自立準備ホームに関するアンケート（2020）＜結果＞
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アウトカム02-②｜自立準備ホームに関するアンケート（2020）＜結果＞
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アウトカム02-②｜自立準備ホームに関するアンケート（2020）＜結果＞
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アウトカム02-②｜自立準備ホームに関するアンケート（2020）＜結果＞
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アウトカム02-②｜自立準備ホームに関するアンケート（2020）＜結果＞
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アウトカム02-②｜自立準備ホームに関するアンケート（2020）＜結果＞
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アウトカム02-②｜自立準備ホームに関するアンケート（2020）＜結果＞
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アウトカム02-②｜自立準備ホームに関するアンケート（2020）＜結果＞
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アウトカム02-②｜自立準備ホームに関するアンケート（2020）＜結果＞
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アウトカム02-②｜自立準備ホームに関するアンケート（2020）＜結果＞
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アウトカム02-②｜各ブロック勉強会参加者へのアンケート（2022〜2023） ＜様式＞
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アウトカム02-②｜各ブロック勉強会参加者へのアンケート（2022〜2023） ＜結果＞
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アウトカム02-②｜各ブロック勉強会参加者へのアンケート（2022〜2023） ＜結果＞
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アウトカム02-②｜各ブロック勉強会参加者へのアンケート（2022〜2023） ＜結果＞
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アウトカム02-②｜各ブロック勉強会参加者へのアンケート（2022〜2023） ＜結果＞
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アウトカム02-②｜各ブロック勉強会参加者へのアンケート（2022〜2023） ＜結果＞
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アウトカム02-②｜各ブロック勉強会参加者へのアンケート（2022〜2023） ＜結果＞
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